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(様式１) 

大阪市立長谷川中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中期目標の達成に向けた年度目標 

 

 

 

 

 

現状と課題  

〇本校は、大阪市こども相談センター及び南部こども相談センターより措置され、児童心

理治療施設である大阪市立長谷川羽曳野学園に入園している生徒が通学している学校

である。 

〇生徒は、全員厳しい家庭状況にあり、成育歴から見ても家庭教育が十分になされておら

ず、社会的・知的な発達が遅滞傾向にある。また、情緒的にも不安定な生徒がほとんど

である。 

〇生徒は本校への転入までに家庭での学習機会がほとんど得られておらず、また運動の機

会にも恵まれておらず、学力的・体力的に極めて厳しい状況にある。 

  さらに、道徳的判断力や社会性・協調性などの面での課題もある。そのような現状か

ら、将来の自立に向け、自尊感情の醸成、基礎的・基本的学力の定着とともに基本的生

活習慣の育成と自ら学ぶ意欲の育成に力を入れ、たくましく生き抜く子を育てるため

に、大阪市立長谷川羽曳野学園と一緒に情報共有・行動連携を進め、きめ細かな指導を

続けていく必要がある。 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

〇年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いま

すか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 80％以上にする。 

〇年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回

答する生徒の割合を 80％以上にする。 

〇中学校チャレンジテストや大阪市英語力調査に対しては、本校は児童心理治療施設から

の生徒のみが通学するため生徒数が全学年で 1 名～6 名であり、さらに短期入所で入れ

替わりもあるため、母数で割る平均的な算出は意味をなさない。そのため、全生徒の経

年比較において正答を１P でも上回ることを目標とする。 

〇年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好

きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の割合を 60％以上にする。 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 75％

以上にする(ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く)。 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関す

る基準１を満たす教職員の割合を、60％にする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

〇年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思います

か」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割合を８０％以上にする。 

〇年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。 

〇ストレスを感じやすい生徒のために、ＰＢＳ（ポジティブ行動支援）を指導の軸に置き、

学校全体で肯定的な行動を積極的に支援する。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答す

る生徒の割合を 80％以上にする。 

〇中学校チャレンジテストや大阪市英語力調査に対しては、本校は児童心理治療施設からの

生徒のみが通学するため生徒数が全学年で 1 名～6 名であり、さらに短期入所で入れ替わ

りもあるため、母数で割る平均的な算出は意味をなさない。そのため、全生徒の経年比較

において正答を１P でも上回ることを目標とする。 

〇年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好き

ですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒の割合を 60％以上にする。 

〇各教科等における言語活動の充実を図りながら、図書室を効果的に利用する。 

（年度末の校内調査において、「読書をすることは好き」と肯定的回答をする生徒の割合

を 80％にする。） 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 75％

以上にする(ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く)。 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する

基準１を満たす教職員の割合を 80％以上にする。 

 



(様式２) 

大阪市立長谷川中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成 

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

〇年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないこと

だと思いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割

合を８０％以上にする。(施策１－１－１) 

〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

 (施策１－２－７) 

本校の独自目標  

〇生徒全体の指導方針として PBS(ポジティブ)行動支援を取り入れ、肯定的行

動のある学校を創造する。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【基本的な方向１、安全・安心な教育環境の実現】 

いじめへの対応：ピア・サポートの活動を通じて、自分や他人を大切にす

る。（適切な言葉づかい）等、違いを理解し互いに支えられる集団を造るこ

とでいじめ０を目指す。(生活指導健康教育部) 

 

 

 

Ｂ 

指標 年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけない

ことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒

の割合を 80％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向１、安全・安心な教育環境の実現】 

防災・減災教育の徹底： 安全教育指導や避難訓練を実施する。(生活指導健康教育部) 

 

Ｂ 

指標 計画に基づいて年４回以上実践する。 

取組内容③【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

キャリア教育の充実：職場体験（見学）、キャリアパスポートを活用し自らの進

路につい考え、自立した生徒を育てる。（進路委員会） 

 

 

Ｂ 

指標 年度末の校内調査において、自分の進路について真剣に考えている生徒

を３年生までに８０パーセント以上にする。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容①【基本的な方向１、安全・安心な教育環境の実現】(生活指導健康教育部) 

いじめアンケートを実施した結果、いじめの報告は確認されなかった。 

また、月に一度学園と連携して「いじめ対策委員会」も実施している。 

一方で、生徒間において不適切な言葉づかいや暴言が見られる場面があり、お互いを

尊重する姿勢の定着には課題が残る。 

 

取組内容②【基本的な方向１、安全・安心な教育環境の実現】(生活指導健康教育部) 

年間計画に基づき、防災・減災に関する安全教育および避難訓練を継続して実施して

いる。 

今後の計画に沿って実施を重ね、年間目標の達成を見込んでいる。 

 

取組内容③【基本的な方向２、豊かな心の育成】(進路委員会) 

 職場体験については、実施が難しいことから校内のキャリア教育に置き換える。キ

ャリアパスポートで自らの進路目標を立て、そのために必要な行動や考え方について

書くことができている生徒がほとんどである。しかし、実行に至らないことが多々あ

る。 

 

後期への改善点 

生徒同士の関わりの中で適切な言葉づかいが定着するよう、日常的な指導を通して更

なる活性化を図る。また、防災・減災教育については、年間 4 回の訓練実施に向けて

計画を見直し、確実な実施につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(様式２) 

大阪市立 長谷川中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、

最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 80％以上にする。(施策４

－２－１３) 

〇中学校チャレンジテストや大阪市英語力調査に対しては、本校は児童心理

治療施設からの生徒のみが通学するため生徒数が全学年で 1名～6名であ

り、さらに短期入所で入れ替わりもあるため、母数で割る平均的な算出は

意味をなさない。そのため、全生徒の経年比較において正答を１P でも上

回ることを目標とする。 

〇年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツを

することは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する生徒

の割合を 60％以上にする。(施策５－１－１６) 

〇各教科等における言語活動の充実を図りながら、図書室を効果的に利用す 

る。 

（年度末の校内調査において、「読書をすることは好き」と肯定的回答を

する生徒の割合を 80％にする。） 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

言語活動・表現力等の育成、主体的・対話的で深い学びの推進： 

① 少人数の学習形態を生かし個に応じた指導を実施し、学習効率を高める。 

学力向上に関する取り組みを教務部から提案・実施し、生徒の理解に努める。  

(教務部)  

Ｂ 

指標 中学校チャレンジテストで、全生徒の経年比較において正答を１P で 

も上回る 

取組内容②【基本的な方向４、健やかな体の育成】 

 読書活動の充実：朝読書や授業での図書貸し出し、昼休みの図書開放などを 

通じて、図書室を活用する。(教務部・図書委員会)                            Ｂ 

指標 年度末の校内調査において、「読書をすることは好き」と肯定的回答を

する生徒の割合を 80％にする。 

取組内容③【基本的な方向４、健やかな体の育成】 

 体力・運動能力向上のための取り組みの推進：記録用紙を活用し、生徒自身

に成長を気付かせ、少しでもできたという実感を持たせる。 

(保健体育科・生活指導健康教育部)          Ｂ 

指標 年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポー

ツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答

する生徒の割合を 60％以上にする。 

取組内容④【基本的な方向５、健康教育・食育の推進】 

健康教育：自らの身体や健康に対する関心を高めるため、年 3 回発育測定を

実施する。毎月の保健だよりに加え、検診や行事前、また感染状

況に応じ臨時号を発行し、生徒や保護者に対して健康意識を促進

するため情報を提供していく。 

食育：１月の全国学校給食週間に合わせ、食に関する保健指導等を実施する。 

(生活指導健康教育部) 

                                  

Ｂ 

指標 学校アンケートで「健康的な生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん・歯

みがき等）を心がけていますか」の項目について肯定的に答えた生徒

の割合を８０％以上にする。 

 



 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】(教務部) 

・夏季セミナーは予定通り実施できた。さらにテスト前学習や、個に応じた指導で学 

習意欲を高めることに努めている。 

 

取組内容②【基本的な方向４、健やかな体の育成】(教務部・図書委員会) 

・集会がある日を除いて、毎日の朝読書を実施している。 

・毎日、昼休みの図書室活動を実施している。 

 

取組内容③【基本的な方向４、健やかな体の育成】(保健体育科・生活指導健康教育部) 

・体力テスト時に記録用紙を活用し、継続的な記録で達成を実感できる工夫を実施。 

 日常的な授業での活用は課題が残る。 

 

取組内容④【基本的な方向５、健康教育・食育の推進】(生活指導健康教育部) 

・自らの身体や健康に対する関心を高めるため、年 3 回発育測定を実施している 

（４月、９月実施済み）。 

・毎月の保健だよりに加え、検診や行事前、また感染状況に応じ臨時号を発行し、生 

徒や学園に対し健康意識を促進するため情報を提供している（９月時点で臨時号含 

め１５号発行） 

・１月の全国学校給食週間に合わせ、１月１６日に食に関する出前授業（メグミルク 

株式会社）を実施予定。 

後期への改善点 

取り組み内容③の指標： 

・7 月に実施した学校アンケートで「健康的な生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん・

歯みがき等）を心がけていますか」の項目について肯定的に答えた生徒の割合は

69.2％で目標の 80％には至らなかった。今後も、生徒の生活習慣に関する実態把握

を継続的に行うとともに、保健だよりや校内掲示物などを活用した啓発活動を継続し

ていく。 

 

 

 

 

 

 



大阪市立 長谷川中学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

〇授業日において、生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間

授業日の 75％以上にする(ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用

が適さない日数を除く)。 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間

の上限に関する基準１を満たす教職員の割合を 80％以上にする。 

Ｂ 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【基本的な方６、教育 DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)の推進】 

1 人１台端末の環境を生かし、個別最適な学びと共同的な学びを実現： 

授業日において学習者用端末を毎日使用し、スクールライフノートの活用により 

生徒の心の状態や日々の状況を可視化し、いじめ・不登校などの未然防止・早期 

発見・迅速な対応する。（学校行事等 ICT 活用が適さない日を除き毎日活用する）  

(教務部・ICT 担当) 

Ｂ 

指標 授業における学習者用端末の使用率を 80％以上にする 

取組内容②【基本的な方６、教育 DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)の推進】 

スクールライフノートの活用した、生徒理解の推進：1 人１台端末の環境を生か

し、個別最適な学びと共同的な学びを実現する。 (教務部・ICT 担当) Ｂ 

指標 学校行事等 ICT 活用が適さない日を除き毎日活用する 

取組内容③【基本的な方向７、人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

働き方改革の推進： 

② 長時間勤務の解消に向けた意識醸成を図るため、退勤目標時刻を設定する 

とともに、時間外勤務時間の状況について、毎月教職員に個別に通知する。 

③ 夏季休業及び冬季休業中の学校閉庁日を、年間５日以上設定する。                                    

(管理職) 

Ｂ 

指標 「学校園における働き方改革推進プラン」における教員の勤務時間の 

基準を満たす教員を 100％にする 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容①【基本的な方６、教育 DX(デジタルトランスフォーメンション)の推進】 

(教務部・ＩＣＴ担当) 

・毎朝「こころの天気」を入力する時間を設け、生徒の心の状態などを可視化できる

ようにしている。 

 

取組内容②【基本的な方６、教育 DX(デジタルトランスフォーメンション)の推進】 

(教務部・ＩＣＴ担当) 

・タブレット端末を使用した個別自由進度学習として、Navima を活用している。 

 

取組内容③【基本的な方向７、人材の確保・育成としなやかな組織づくり】(管理職) 

夏季休業中の学校閉庁日を 8/12～8/15 の 4 日間設定した。冬季休業中は学校閉庁

日を 12/25～12/26 の 2 日間を設定する予定。 

 

後期への改善点 

取組内容③ 今後は閉庁日だけでなく教職員が休めるような環境作りが必要。 

 


